






会社概要　（2009年11月13日現在）

マツダ株式会社（英訳名：Mazda Motor Corporation）

大正9年（1920年）1月30日

〒730-8670　広島県安芸郡府中町新地3番1号

代表取締役社長兼CEO　山内 孝

乗用車・トラックの製造、販売等

発行可能株式総数　3,000,000,000株

発行済株式総数　1,780,377,399株（2009年11月13日現在）

株　主　数　　66,134名（2009年3月31日現在）

186,499,736,762円（2009年11月13日現在）

22,298名（2009年3月31日現在）  (単独：出向者1,103名を含む）

本社、マツダR&Dセンター横浜、マツダモーターオブアメリカ(米国)、

マツダモーターヨーロッパ(ドイツ)、中国技術支援センター

国内：　本社工場（本社、宇品）、防府工場（西浦、中関）、三次事業所

海外：　米国、中国、台湾、タイ、フィリピン、ジンバブエ、

　　　　　南アフリカ、エクアドル、コロンビア

国内　9箇所

国内　277 社 (2008年12月31日現在)

海外　121 社 (2008年12月31日現在)

四輪自動車、ガソリンレシプロエンジン、ディーゼルエンジン、ロータリーエンジン、

自動車用手動／自動変速機

グローバル生産　（2008年12月31日現在）
（台）

2006年 2007年 2008年

1,311,027 1,291,744 1,349,274
国内 966,547 995,511 1,078,690
海外 344,480 296,233 270,584

グローバル販売　（2008年12月31日現在）
（台）

2006年 2007年 2008年

グローバル 1,286,169 1,335,147 1,351,494
日本 269,220 254,137 244,623
北米 363,835 404,009 374,644
欧州 306,698 311,247 339,969
中国 126,063 101,900 127,846

その他 220,353 263,854 264,412
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　会社の概要と実績 

グ ローバル

社　　　　名

会社設立

本　　　　社

代　表　者

主な事業内容

株　　　　式

資　本　金

従業員数

主要製品

研究開発拠点

生産拠点

物流拠点

販売会社





 取締役および監査役

山　内　　　孝
（やまのうち　たかし）

山　木　勝　治
（やまき　まさはる）

尾　崎　　　清
（おざき　きよし）

トーマス・エイ・エイチ・ピクストン
(Thomas A. H. Pixton)

金　井　誠　太
（かない　せいた）

若　山　正　純
（わかやま　まさずみ）

原　田　裕　司
（はらだ　ゆうじ）

丸　本　　　明
（まるもと　あきら）

小　飼　雅　道
（こがい　まさみち）

山　本　順　一
（やまもと　じゅんいち）

見　立　和　幸
（みたて　かずゆき）

坂　井　一　郎
（さかい　いちろう）

赤　岡　　　功
（あかおか　いさお）

平　澤　正　英
（ひらさわ　まさひで）

 執行役員

※ 社 長 兼 CEO 山　内　　　孝
( 最 高 経 営 責 任 者 ) （やまのうち　たかし）

山　木　勝　治
（やまき　まさはる）

※ 専務執行役員兼CFO 尾　崎　　　清
( 最 高 財 務 責 任 者 ) （おざき　きよし）

トーマス・エイ・エイチ・ピクストン 社長補佐、フォード提携関係統括

(Thomas A. H. Pixton)

金　井　誠　太 研究開発・プログラム開発推進担当、

（かない　せいた） 株式会社マツダE&T代表取締役社長

若　山　正　純 グローバルマーケティング・グローバル販売・

（わかやま　まさずみ） カスタマーサービス統括

原　田　裕　司 CSR･環境･広報担当、CFO(最高財務責任者)補佐、

（はらだ　ゆうじ） 法人販売補佐

丸　本　　　明 経営企画・商品戦略・商品収益管理担当、

（まるもと　あきら） コスト革新担当補佐

小　飼　雅　道 生産・物流・ITソリューション担当、

（こがい　まさみち） コスト革新担当補佐、研究開発担当補佐

(注) 　※印は取締役との兼務を示す。
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監 査 役 ( 常 勤 )

企画・商品収益管理統括、財務・コスト革新担当

副 社 長 執 行 役 員

専 務 執 行 役 員※

社長補佐、研究開発・生産・購買・品質統括※

専 務 執 行 役 員

専 務 執 行 役 員

専 務 執 行 役 員※

※

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

　役員 （2010年6月24日現在）

監 査 役

監 査 役

代 表 取 締 役 会 長

代 表 取 締 役

代 表 取 締 役

代 表 取 締 役

取 締 役

※

※

※

専 務 執 行 役 員

専 務 執 行 役 員

監 査 役 ( 常 勤 )

監 査 役



ジェームズ・ジェイ・オサリバン マツダモーターオブアメリカ, Inc.

（James J. O'Sullivan） (マツダノースアメリカンオペレーションズ)社長兼CEO

江　川　恵　司 マツダモーターオブアメリカ, Inc.

（えがわ　けいし） (マツダノースアメリカンオペレーションズ)執行副社長(EVP)兼COO

稲　本　信　秀
（いなもと　のぶひで）

龍　田　康　登 開発担当補佐（モノ造り革新担当）、

（たつた　やすと） トーヨーエイテック株式会社代表取締役社長

太刀掛　　　哲
（たちかけ　さとし）

金　澤　啓　隆 車両開発・電気駆動システム開発・技術研究所担当、

（かなざわ　ひろたか） コスト革新担当補佐

黒　沢　幸　治 秘書・グローバル監査・人事・コーポレート業務推進・

（くろさわ　こうじ） コンプライアンス・リスクマネジメント・病院担当

川　上　浩　三 カスタマーサービス担当、

（かわかみ　こうぞう） マツダパーツ株式会社代表取締役社長

中　峯　勇　二 海外販売担当、海外販売本部長、

（なかみね　ゆうじ） マツダ・サウス・イースト・アジア, Ltd.社長

ジェフリー・エイチ・ガイトン
（Jeffrey H. Guyton)

山　田　憲　昭 中国事業担当、

（やまだ　のりあき） マツダ（中国）企業管理有限公司董事長兼執行総裁

今　井　一　基
（いまい　かずき）

楠　橋　敏　則
（くすはし　としのり）

山　本　　　寛 国内営業本部法人販売担当、

（やまもと　ひろし） マツダ中販株式会社代表取締役社長

光　田　　　稔
（みつだ　みのる）

中　野　雅　文
（なかの　まさふみ）

菖蒲田　清　孝
（しょうぶだ　きよたか）

藤　原　清　志
（ふじわら　きよし）

毛　籠　勝　弘 グローバル販売統括補佐、

（もろ　まさひろ） グローバルマーケティング担当

古　賀　　　亮
（こが　あきら）

ポール・アール・ランドル
（Paul R.Randle）

古　玉　尚
（ふるたま　たかし）

フィリップ・ジェイ・ワリング マツダモーターヨーロッパGmbH

（Philip J.Waring） ＣＯＯセールス＆マーケティング

内　田　成　明
（うちだ　なりあき）
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常 務 執 行 役 員

常 務 執 行 役 員

常 務 執 行 役 員

マツダモーターヨーロッパGmbH社長兼CEO

品質担当

常 務 執 行 役 員

常 務 執 行 役 員

常 務 執 行 役 員

常 務 執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

防府工場長

本社工場長

技術本部長

Ｒ＆Ｄリエゾン室長

商品収益管理本部長

商品企画・パワートレイン開発担当

企画担当補佐、渉外担当、東京本社統括（東京駐在）執 行 役 員

常 務 執 行 役 員

常 務 執 行 役 員

オートアライアンス（タイランド）Co.,Ltd. 社長

常 務 執 行 役 員

常 務 執 行 役 員

常 務 執 行 役 員 購買担当、コスト革新担当補佐

国内営業担当、国内営業本部長

執 行 役 員 企画本部長

























































1920-1986

1920年 1月 東洋コルク工業株式会社として創立、海塚新八社長就任 1973年 3月 西ドイツに販売会社を設立

21年 3月 松田重次郎社長就任 10月 輸出累計100万台達成

27年 9月 東洋工業株式会社に改称 「ファミリア」をフルモデルチェンジ

29年 4月 工作機械の製作開始 74年 1月 フィリピンで現地組立を開始

31年 10月 3輪トラックの生産開始 2月 「カペラ」をフルモデルチェンジ

32年 － 大連、奉天、青島へ3輪トラック初輸出 5月 三次ディーゼルエンジン工場完成

35年 10月 さく岩機の生産開始 1975年 1月 タイで現地組立を開始

45年 8月 （広島に原子爆弾投下） 10月 「コスモ」新発売

（第二次世界大戦終戦） 77年 1月 「ファミリア」をフルモデルチェンジ

建物の一部を広島県に貸与、県庁の全機構が当社に 10月 「ルーチェレガート」新発売

移される（～'46年7月） 12月 山崎芳樹社長就任

49年 8月 3輪トラック輸出再開（インド） 78年 1月 ロータリーエンジン車生産累計100万台達成

51年 12月 松田恒次社長就任 3月 ｢サバンナRX-7｣新発売

58年 4月 小型4輪トラック「ロンパー」新発売 10月 「カペラ」をフルモデルチェンジ

60年 5月 軽乗用車「R360」新発売 79年 1月 社章変更

61年 2月 独NSU社、バンケル社とロータリーエンジンに関し技術提携 2月 対米輸出累計100万台達成

8月 「B1500」新発売 6月 自動車生産累計1,000万台達成

62年 1月 韓国で現地組立開始 11月 フォードと資本提携

2月 軽乗用車「キャロル」新発売 80年 6月 「ファミリア」をフルモデルチェンジ

63年 3月 自動車生産累計100万台達成 10月 ｢タイタン｣をフルモデルチェンジ

6月 南アフリカで現地組立開始 12月 5代目ファミリア「1980-1981日本カー・オブ・ザ・イヤー」を受賞

10月 「ファミリアバン」新発売 81年 4月 （対米乗用車輸出規制始まる）

64年 1月 「E2000」新発売 輸出累計500万台達成

4月 「ファミリア800ワゴン」新発売 北米マツダ（MANA）を設立

65年 1月 英国パーキンスサービス社とディーゼルエンジンに関し 9月 「コスモ」をフルモデルチェンジ

技術提携 10月 「ルーチェ」をフルモデルチェンジ

5月 三次自動車試験場完成 12月 防府中関変速機工場稼働開始

10月 「プロシード」新発売 「オートラマ」を設立（'82年10月より商品供給開始）

66年 5月 「ボンゴ」新発売 82年 9月 防府西浦工場本格操業開始

8月 「ルーチェ」新発売 ｢カペラ｣をフルモデルチェンジ

11月 宇品乗用車専用工場完成 12月 カペラ／テルスターが「1982-1983日本カー・オブ・ザ・イヤー」

67年 3月 欧州向け本格輸出開始 を受賞

4月 オーストラリアに販売会社を設立 83年 4月 コロンビアで現地生産開始

5月 初のロータリーエンジン搭載車、「コスモスポーツ」新発売 6月 ｢ボンゴブローニイ｣新発売

11月 「ファミリア」をフルモデルチェンジ 9月 「ボンゴ」をフルモデルチェンジ

68年 7月 カナダに販売会社を設立 84年 5月 マツダ株式会社へ社名変更

9月 マレーシアで乗用車現地組立開始 10月 マツダ財団設立

69年 4月 ロータリーエンジン車本格輸出開始 11月 山本健一社長就任

10月 85年 1月 ｢ファミリア｣をフルモデルチェンジ

米国生産会社（MMUC）を設立

70年 3月 「ファミリア」シリーズ生産累計100万台達成 8月 乗用車生産累計1,000万台を達成

4月 対米輸出開始 10月 ｢サバンナRX-7｣をフルモデルチェンジ

5月 「カペラ」新発売 12月 ｢ファミリアバン｣をフルモデルチェンジ

11月 松田耕平社長就任 86年 2月 「フェスティバ」新発売

71年 2月 マツダモーターオブアメリカ（MMA）設立 4月 ロータリーエンジン車生産累計150万台達成

インドネシアで現地組立を開始 9月 「ルーチェ」をフルモデルチェンジ

8月 「タイタン」新発売 11月 ファミリア生産累計500万台達成

9月 「サバンナ」新発売 12月 マツダR&Dセンター、アンナーバー（米国）完成

12月 フォードへ「クーリエ」（プロシード）供給開始

72年 10月 マツダトレーニングセンター鯛尾完成

12月 自動車生産累計500万台達成
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　社歴 

フォード、日産、東洋工業株式会社の3社でJATCO（日本自
動変速機）の設立合意



1987-1996
1987年 1月 「エチュード」新発売 1992年 1月 「マツダMX-6」新発売

4月 生産累計2,000万台を達成 2月 「ユーノス500」新発売

5月 ｢カペラ｣をフルモデルチェンジ 防府第2工場本格操業を開始

6月 技術研究所横浜研究所開設 3月 「アンフィニMS-8」新発売

9月 米国生産会社（MMUC）で量産第1号車ラインオフ 4月 「マツダ地球環境憲章」を制定

12月 スズキ（株）（鈴木自動車工業）との軽自動車生産協力 5月 「クレフ」新発売

を発表 6月 米国生産会社（MMUC）をオートアライアンス・インターナショナル，Inc.

古田徳昌社長就任 （AAI）に社名変更し、フォードと共同経営化

88年 5月 MI（マツダ・イノベーション）計画スタート 7月 オートラマへの出資比率をフォード社と当社で均等化

マツダR&Dセンター、アーバイン（米国）完成 10月 「AZ-1」新発売

6月 米国から「フォードプローブ」輸入開始 11月 天然ガスエンジン搭載乗用車を開発

10月 ヨーロッパに販売会社（MME）設立 93年 1月 「ユーノスロードスター」ベースの高性能電気自動車を開発

「ペルソナ」新発売 3月 環境に関する行動推進計画を策定

89年 2月 ｢ファミリア｣をフルモデルチェンジ 4月 ミラーサイクルエンジンの開発に成功

4月 「ユーノス」「オートザム」設立 5月 防府工場、生産累計300万台達成

5月 ｢タイタン｣をフルモデルチェンジ 米国AAIでの生産累計100万台達成

6月 東京支社を東京本社に呼称変更 6月 フォード製「Bシリーズ・トラック」を北米で発売

スズキ（株）からのOEM供給車「スクラム」新発売 9月 「ランティス」新発売

7月 「シトロエン車」輸入開始 10月 「ユーノス800」新発売

9月 「ユーノスロードスター」新発売 12月 フォードとの新しい戦略的協力関係構築を発表

11月 「ユーノス100」「ユーノス300」新発売 94年 2月 タイタン天然ガストラックを開発

｢キャロル｣（550）新発売 6月 「ファミリア」をフルモデルチェンジ

90年 1月 「MPV」新発売 8月 ｢カペラ｣をフルモデルチェンジ

「プロシード」国内向け販売再開 9月 スズキ（株）からのOEM供給車「AZ-ワゴン」新発売

4月 「ユーノスコスモ」新発売 日産からのOEM供給車「ファミリアバン、ワゴン」新発売

5月 マツダ欧州R&D事務所（MRE）完成 11月 国内自動車メーカーで初めて「ISO9002」規格の認証を取得

9月 「レビュー」新発売 12月 フォード向けトランスミッションの供給1,000万台を達成

12月 生産累計2,500万台達成 95年 2月 「プロシードレバンテ」新発売

91年 1月 「プロシードマービー」新発売 4月 生産累計3,000万台達成

5月 「センティア」新発売 6月 「ボンゴフレンディ」新発売

6月 「ユーノスプレッソ」新発売 10月 先進安全研究車「マツダASV」完成

「AZ-3」新発売 11月 「センティア」をフルモデルチェンジ

第59回ル・マン24時間レースでマツダ787Bが日本車 「キャロル」をフルモデルチェンジ

史上初の総合優勝 フォードと合弁でタイに「オートアライアンス(タイランド)社(AAT)」

10月 商用車累計1,000万台達成 を設立

「クロノス」新発売 96年 2月 タイAAT社着工

「スクラム」をフルモデルチェンジ 3月 フォード製「マツダ121」を欧州で販売開始

水素RE自動車「HR-X」を東京モーターショーで発表 4月 「アンフィニ」店を「マツダアンフィニ」店に呼称変更

11月 マツダオートチャネルを「アンフィニ」に変更 「ユーノス」店を「マツダアンフィニ」店または「マツダ店」に統合

「アンフィニMS-6」「アンフィニMS-9」新発売 フォード社との戦略的協力関係を強化

12月 「アンフィニRX-7」新発売 乗用車生産累計2,000万台を達成

和田淑弘社長就任 5月 フォード社の持ち株比率を25％から33.4％に引き上げ

6月 開発からアフターサービスまでカバーするISO9001を国内自動車

メーカーで初めて取得

ヘンリーD. G. ウォレス社長就任

8月 自由型ワゴン「デミオ」新発売

10月 「デミオ」が「RJCニュー・カー・オブ・ザ・イヤー」を受賞

11月 「デミオ」が「日本カー・オブ・ザ・イヤー特別賞」を受賞

12月 マツダデジタルイノベーション（MDI）に着手
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　社歴 



1997-2002

1997年 2月 北米事業強化に着手 2001年 2月 日本初、インターネットを使った受注生産（BTO）を開始

4月 「新人事システム」を導入 横浜（MRY）でロードショー「Mazda Mirai」を開催

6月 「新ブランドシンボル」を制定 フランスに100％出資の卸売販売会社を設立

7月 「ユーノス800」を「ミレーニア」に車名変更 燃料電池自動車「プレマシーFC-EV」を開発、国内初の

8月 ｢カペラ｣をフルモデルチェンジ 公道走行試験を開始

10月 北米事業を統合（MNAOスタート） フランクフルト（MRE）でロードショーを開催

11月 ジェームスE. ミラー社長就任 3月 ニューヨークでロードショーを開催

「カペラワゴン」をフルモデルチェンジ 早期退職優遇特別プランを実施

12月 倫理委員会を設置 4月 広島本社で「Mazda Mirai」を開催

燃料電池電気自動車「デミオFCEV」を開発 5月 スズキと軽四輪車OEM契約を継続

98年 1月 「ロードスター」をフルモデルチェンジ 6月 マツダ防府工場、変速機の生産累計2,000万基を達成

社章を変更 7月 イギリスの販売体制を強化

3月 欧州事業を統合、強化 9月 「マツダ・フレックスベネフィット」を導入

MDIフェーズⅡ開始 スイスの販売を強化

4月 ベンツ、フォード、バラード社とのFCEV事業に参加 宇品第2工場を閉鎖

プロダクトフィロソフィーを制定 労使共同宣言調印

防府工場が生産累計400万台を達成 12月 新世代モジュール基材用の高強度プラスチック技術を開発

5月 「女性相談室」を設置 02年 1月 北海道 中札内試験場を竣工

タイAAT社で生産開始 防府工場が累計生産台数500万台を達成

6月 ｢ファミリア｣をフルモデルチェンジ MZRエンジンの日本での生産を開始

8月 マツダモーターロジスティクスヨーロッパＮ.Ｖ.（MLE）を設立 2月 「スピアーノ」新発売

9月 防府工場・西浦工場がISO14001を取得 3月 事業所内保育施設「わくわくキッズ園」を設置

10月 新規格軽自動車「キャロル」「AZ-ワゴン」「AZ-オフロード」 4月 新ブランドメッセージ「Zoom-Zoom」を展開

新発売 人材育成プログラム「Leading Mazda 21」を開発

12月 タイAAT社で輸出開始 中・東欧の販売を強化

99年 1月 「スクラム」をフルモデルチェンジ 5月 コーポレートガバナンスを強化

3月 「ラピュタ」新発売 「マツダ アテンザ」新発売

4月 アルデヒド除去剤｢ライフ・ブレス｣を開発 6月 ルイス・ブース社長兼CEO就任

ブランドメッセージ「心を動かす新発想」を発表 7月 「ロータリーエンジン発明者ヴァンケル博士生誕100周年

「プレマシー」新発売 記念展」に協力

6月 AAIが生産累計200万台を達成 次世代エンジン「MZR1.3/1.5」を開発

｢ファミリアバン､ビジネスワゴン｣フルモデルチェンジ 「セミドライ加工」で環境への負荷を軽減

「ボンゴ」バン､トラック をフルモデルチェンジ 中国ビジネスを強化

三菱自動車と小型商用車のOEM供給で合意 環境にやさしい「スリー・ウエット・オン塗装技術」を開発

「MPV」をフルモデルチェンジ 8月 「Mazda6」（アテンザ）の中国生産を決定

8月 女性社員の活用と処遇の改善策を発表 「マツダ デミオ」をフルモデルチェンジ

9月 防府工場が環境ISO認証の取得を完了 マツダレンタリースのリースカー事業を住銀オートリースに売却

10月 先進安全研究車、「マツダASV-2」を開発 9月 マツダアステックをサンドビックグループに営業譲渡

11月 新型エンジンシリーズのフォードとの共同開発、 機能統合モジュール技術を北米に展開

分業生産を発表 米国AAI社で「Mazda6」生産開始

12月 マーク・フィールズ社長就任 10月 国内生産体制の再編成を発表

2000年 4月 燃料電池電気自動車の実車走行試験・共同プロジェクト (U2工場再稼働、F工場閉鎖）

に参加 「Mazda6」がニュージーランドのカー・オブ・ザ・イヤーを受賞

6月 「タイタン」をフルモデルチェンジ 国内販売網を強化（広域統合）

全国内生産拠点でISO14001認証を取得 11月 「マツダ アテンザ」が「2003RJCカー・オブ・ザ・イヤーを受賞」

7月 「ロードスター」ギネスに認定 12月 先進安全自動車の公道走行試験開始

メディアウェブサイトを開設 経営諮問委員会を設置

9月 MDIフェーズⅢを開始

10月 「タイタンダッシュ」新発売

11月 中期経営計画「ミレニアムプラン」を発表

「トリビュート」新発売
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2003-2005
2003年 1月 欧州で「Mazda2（デミオ）」の生産を開始 2005年 2月 「マツダミュージアム」を全面リニューアル

中国一汽乗用車で「Mazda6」の生産開始 「マツダ プレマシー」をフルモデルチェンジ

新世代ロータリーエンジン「RENESIS」の生産を開始 省エネルギー実施優秀事例「経済産業大臣表彰」を3年連続で受賞 

2月 「マツダ RX-8」の生産を開始 本社敷地内に水素ステーションを開設

摩擦熱を利用したアルミ材接合技術を世界で初めて開発 新型「MAZDA MX-5」をジュネーブショーに出品

4月 優れた歩行者保護性能を持つ衝撃吸収構造アルミボンネットを 3月 中国に統括会社を設立

開発 4月

「マツダ RX-8」を発表

5月 コモンレール式直噴ターボディーゼルエンジンを開発

6月 「RENESIS」が「インターナショナル・エンジン・オブ・ザ・イヤー

2003」を受賞 新生宇品第1工場塗装ライン稼働

7月 いすゞ（株）と小型トラックのOEM供給で合意 自動車技術会より｢浅原賞学術奨励賞｣受賞

8月 井巻久一社長兼CEO就任 バンパーからバンパーへのリサイクル実現

9月 オーストリアのディストリビューターの全株式を取得 ゲイリー・エー・ロウ氏、米国AAI社の社長兼CEOに就任

10月 「マツダ AZ-ワゴン」をフルモデルチェンジ 5月 マツダ地球環境憲章を改訂、環境への取り組みをグループで強化

マツダとフォード、タイAAT社に5億ドルを投資することを発表 6月

「RENESIS水素ロータリーエンジン」を東京モーターショーに

出品 世界初、摩擦熱を利用した鉄とアルミ材の点接合技術を開発 

「マツダ アクセラ」新発売 人気車種「アクセラ」生産体制を強化

11月 「マツダ RX-8」が「2004RJCカー・オブ・ザ・イヤー」を受賞、 7月 地球温暖化防止のための55のアクションプランをスタート

「RENESIS」が「RJCテクノロジー・オブ・ザ・イヤー」を受賞 8月 中国技術支援センターを開設

12月 「Mazda6」が中国の「2004年カー・オブ・ザ・イヤー」を受賞 ｢マツダ ロードスター｣をフルモデルチェンジ

環境対応スリー・ウエット・オン塗装技術で第1回新機械 統括会社「マツダサウスイーストアジア リミテッド」をタイに設立

新興賞を受賞 9月 「スクラムワゴン、バン」をフルモデルチェンジ

  04年 1月 「マツダ RX-8」がオーストラリア自動車専門誌「Wheels」で

カー・オブ・ザ・イヤーを受賞

2月 販売系列全店で軽自動車の扱いを開始、登録車も併売を拡大 10月 新世代テレマティクス MAZDA G-BOOK ALPHAを導入

「Mazda3（日本名：マツダ アクセラ）」がカナダ・カー・オブ・ザ・ 11月 ニュージーランドのディストリビューターの全株式を取得 

イヤーを受賞

3月 開発力強化のため新ステージのデジタル革新「MDI-Ⅱ」計画

に投資 12月

4月 本社第1工場生産終了、国内生産体制再編

5月 宇品第2工場を再稼働

「RENESIS」が「インターナショナル・エンジン・オブ・ザ・イヤー

2.5～3.0リットル」部門賞を2年連続で受賞

6月 「マツダ タイタン」を一新して発売、全ディーゼル車が新短期

排出ガス規制をクリア

フォード会長兼CEOが資本提携25周年を祝いマツダを訪問

「マツダ ベリーサ」新発売

7月 長安フォード、南京への投資に調印、マツダ（株）、フォード

モーターカンパニー、長安汽車の3社協力を開始

8月 新型スペースワゴン｢Mazda5｣を2004年パリモーターショー

に出品

9月 マツダレンタカーの全株式を譲渡

｢Mazda6 MPS｣をパリモーターショーに出品

｢キャロル｣をフルモデルチェンジ

10月 新型「マツダ プレマシー」を東京モーターショーに出品

RX-8水素ロータリーエンジン車の公道走行を開始

11月 「マツダ ベリーサ」が「2004-2005日本カー・オブ・ザ・イヤー」

の特別賞「Best Value（ベスト・バリュー）」を受賞

マツダのスリー・ウエット・オン塗装技術が地球温暖化防止

活動環境大臣表彰を受賞

12月 メキシコ市場への参入を発表

2.3L直噴ガソリンターボエンジンを新開発、「マツダスピード 

アテンザ」に搭載

宇品第1工場火災
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MZRエンジン（1.8L～2.3L）の生産能力を705千台に増強すると発表

卸売販売会社「マツダモーターロシアOOO」設立(2006年4月営業開

始)

マツダ／フォード／長安汽車、南京のエンジン製造会社の合弁契約を
締結

　社歴 

広島大学大学院工学研究科と自動車の先進技術の研究協力で契約

中国事業を統括する「マツダ（上海）管理諮詢有限公司」の開所式を
実施

「マツダ ロードスター」が「2005-2006日本カー・オブ・ザ・イヤー」を受
賞

マツダ／フォード／長安汽車集団、合弁で南京にエンジン会社を設立





2008-2009
2008年 1月 2009年 1月 2009年北米国際自動車ショーに新型「Mazda3」を出品 

広島地区の産学官共同でITS公道実証実験を実施 

国内初のリアビークルモニタリングシステムを実用化

「マツダ アテンザ」をフルモデルチェンジして発売 3月

「マツダ MPV」をマイナーチェンジ

2月 全国初の「人権擁護功労賞」を受賞 世界初の廃車バンパーリサイクル自動化技術を開発 

3月 日本メーカー初の乗用車用尿素SCRシステムを開発 

先進安全自動車「マツダASV-4」の公道走行試験を開始 

 「Mazda2」が「2008世界カー・オブ・ザ・イヤー」を受賞 販売を開始

4月 新型「マツダ AZ-ワゴンi（アイ）」を発売

「マツダ（中国）トレーニングセンター」を北京、上海、深センに開設

4月

6月 国内で新型「マツダ アクセラ」をフルモデルチェンジして発売

5月

6月 食糧と競合しないバイオプラスチックの技術開発に着手 7月 AAT新乗用車工場完成

防府工場の累計生産台数800万台を達成 プロ野球「マツダオールスターゲーム2009」に協賛 

トルコに新たな販売網を設立 

7月 全国規模の部品販売会社、マツダパーツ株式会社を設立

新型ミニバン「マツダ ビアンテ」を発売

AAI社で北米向け新型「Mazda6」の生産を開始

プロ野球「マツダオールスターゲーム2008」に協賛 

グリーン電力を「マツダオールスターゲーム2008」に提供

8月 「フィジカル チャレンジ サポートデスク」を開設

9月

樹脂の使用量を30％削減できるプラスチック成形技術を開発 

「国際福祉機器展H.C.R.2008」に福祉車両を出品 

シベリア鉄道を利用した車両輸送を開始 

「マツダAZ-ワゴン」をフルモデルチェンジして発売 

10月 オランダに直営販売統括拠点を設立 

パリモーターショーにコンセプトカー「マツダ清（きよら）」を出品 

ノルウェーで水素ロータリーエンジン車の公道走行を開始 

マツダミュージアム来場者100万人達成 、開館以来14年4ヶ月

「マツダ アクセラ(Mazda3)」、世界累計生産200万台を達成 

11月

フォードのマツダ株式の持株比率を33.4%から約13％へ変更

ロサンゼルス・モーターショーに新型「Mazda3」セダンを出品 

「からくり改善くふう展」に25作品を出品 

12月

環境展示会「エコプロダクツ2008」に出展 

「マツダ ロードスター」をマイナーチェンジ
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『マツダ プレマシー ハイドロジェンREハイブリッド』のリース

　社歴 

「ロータリーエンジン車発売40周年展」を国立科学博物館にて開催

CO2排出量削減に向けた取り組みを発表

貴金属の使用量を約70％削減できるシングルナノ触媒を世界で初めて実
用化

ジュネーブモーターショーに新型「Mazda3」i-stop搭載モデルと新型
「Mazda3 MPS」を出品

世界初のハイブリッドシステム搭載水素ロータリーエンジン車

「マツダCX-9」が「2008 North American Truck of the Year」を受賞

ブランドを視覚的に表現するグローバル・ビジュアル・

アイデンティティを導入

ジュネーブモーターショーに新型「Mazda2」 3ドアハッチバックを

出品

国内販売会社に環境マネジメントシステム「エコアクション21」を

導入

一汽マツダ汽車販売有限公司に増資し、出資比率を25%から40%に引き
上げ、販売網を強化

世界で最も環境負荷の少ない新水性塗装技術「アクアテック塗装」の開
発に成功し、宇品第一工場への導入を開始

北京モーターショーに新型「Mazda6」と「マツダ大気（たいき）」を

出品

自動車技術会よりディーゼルエンジン用PM触媒の燃焼メカニズムの解
析において「論文賞」を受賞

欧州で開催される「JAPAN CAR」展に「マツダ ロードスター」を出展

山内孝社長兼CEO就任

ボローニャモーターショーに新型「Mazda3」5ドアハッチバックを出品

「マツダ船積み見学会」と「マツダ社会科学習支援研修会」を開催

ワークライフバランス充実のための10施策を実施－育児・介護と就業の
両立を支援

モスクワモーターショーにコンセプトカー「マツダ風舞（かざまい）」を出品

「アイ・ストップ（i-stop）」を開発

出力性能と環境性能を大幅に向上させた新型クリーンディーゼル

エンジンを開発

 「マツダ プレマシー ハイドロジェンREハイブリッド」の国土交通大臣認定
を取得

マツダミュージアム夏季特別イベント「水素ロータリーエンジン車展」と
「Nagareコンセプトカー展」を同時開催

－2015年までにグローバルでマツダ車の燃費を30％向上－

直噴エンジンの技術を活用した独自のアイドリングストップ機構












